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43 。。。これと反対に、宗教生活を単なる祭典の行事と若干の道徳的義務の遂行にすぎな

いと考え、地上の仕事は宗教生活と完全に無関係であるかのように、それに没頭してもよ

いと思う者も同様にまちがっている。多くの人に見られる信仰と日常生活の離反は現代の

重大な誤りの一つと考えるべきである。すでに旧約において預言者はこのような醜聞を激

しく糾弾し（イザヤ 58：1-2 参照）、それにも増して新約においてはイエス・キリスト自

身が重い罰を警告している。したがって一方には、職業的・社会的活動、他方には宗教生

活を不当にも互いに対立させてはならない。世俗的義務を怠るキリスト者は隣人とさらに

は神自身に対する自分の義務を怠り、自分の永遠の救いを危うくする。むしろキリスト者

は、職人として働いたキリストの模範に従い、人間的・家庭的・職業的・学問的・技術的

努力を宗教的価値と結びつけ、いきいきとした一つのものとして総合することによって、

自分のあらゆる地上的活動を行えることを喜ばなければならない。すべてのものを宗教的

価値によって秩序づけることによって、すべてが神の栄光に向けて調整される。 


